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令和５年度第２回（5 月度）役員会議事録 

会長 大塚 邦丸 
監事 吉川 翰佑 

１．開催日時     令和 ５年５月１４日（日） 10 時 30 分～12 時 00 分 

２．開催場所     ちはら台自治会館 2 階大会議室 

３．出席役員     会⾧（大塚）、副会⾧（川上・小出・小藥） 

           理事（上川原・岩月・山口）、会計理事（石井）、監事（吉川）    

４. 内容 

(１)活動状況報告（4 月以降本日（5/1４）まで） 

①防犯パトロール（川上副会長） 

実施日時  4 月２２日（土） 19 時～ 

  ・参加者数  ２２名 （Ａブロック１４名、Ｂブロック５名、Ｃブロック３名） 
  ・お茶を環境部で用意する都合で、例年の参加者数を知りたい。（小出副会長） 

→２０名程度だと思う。 

②公園清掃（小出副会⾧） 

  実施日時  ４月２２日(土) ９時～ 

  ・参加者数  １５名（C-4 班、役員・ボランティア者含む） 

・結果、その他  

・4 月度の結果は可燃ごみ（５０袋収集）、C-4 班世帯参加率（43.8％） 

・次回 5 月度は市内一斉清掃として全員参加で実施予定（5 月 27 日(土)8:30～1 時間程

度） 

・壊れている熊手の修理（6 本）、廃棄（7 本）を行った。新たにミニ熊手を購入した(１０

本) 

③春のあいさつ運動（岩月理事、山口理事）       
  実施日時  ５月８日(月)～１２日（金） 7 時３０分～        

④アンケート（南５フェア及び南５親睦会に関する）の進捗状況について（小藥副会⾧） 

  ・各会員の班⾧への提出が本日（5/14）までとなっている。   

  ・この後、各班⾧から副会⾧へ渡すことになり、小藥副会⾧へ集まり次第集計作業に入る。 

  ・アンケートを受取らない人もいると聞いている。 

⑤会計実績報告（石井会計理事） 

  ・連合会関連費用の納入は実施済（連合会運営費等合計 399,266 円） 
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  ・本年度 4 月から 5 月役員会までの支出は 36,257 円（事務用品費、定例会議費、公園清掃

費、交際費）である。また役員の活動費は、本日（5 月１4 日）会議終了後支払う予定。 

・５月 2０日～5 月 28 日の期間で、本年度上期の自治会費の集金をお願いしたい。 

集金後副会⾧がとりまとめ、会計理事に渡してほしい。 

・今後、事務用品等を購入した場合は、会計理事へメールで知らせてほしい。 

(２)５月・６月の行事確認及び役割分担の確認 

  資料１「令和５年５月・６月行事予定」のとおりとすることが確認された。 

(３）連合会関連の連絡事項 （大塚会⾧） 

①ゾーン３０プラスについて 

資料２「市内初となる「ゾーン３０プラス」の設定（ちはら台地区）」参照 

  コミュニティ通りを中心に、区域内の３０ｋｍ/時 制限やハンプの設置等で、人優先の安

全・安心な通行空間の更なる整備が進められとのこと。 

②ちはら台市民祭りの開催について 

  資料３「ちはら台市民祭り実施計画（案）について」参照 

  かずさの道がメイン会場となり、打ち上げ花火は清水谷公園から発射することが内定してい

る。 

花火の打ち上げ場所について次の意見が出された。 

  ・南５丁目にいずれ説明があるとは思うが、隣接する自治会の意見を聞いてもらう機会を 

   もってもらいたい。 

・立ち木に影響がないかも気になる。 

③市原市一斉清掃について 

資料４「市原市一斉清掃について（5/28）」及び 

資料 11「令和 5 年 5 月 市内一斉清掃のお知らせ」参照 

  ・南５丁目としては、1 日前倒し（5/27）で実施するので、5 月 28 日（日）は特別なことは

やらない（例年通り）   

  ・可燃性ゴミ袋は例年配布され、今年の分は既に入手している。（大塚会⾧） 

・不燃性ゴミ袋、土嚢袋も申請すれば頂けるとのこと（ちはら台支所情報）なので、今後は

事前にゴミ袋の種類と数量を申請した方が良いと思う。（小出副会⾧） 

④イチ推し（いちはら推し活制度）について 

資料５「イチ推し始まりました」参照 

・４月から市原市の地域連携推進室でイチ推し制度を開始した。 

・公益的な活動に参加すると、ポイントがもらえるもので、自治会活動もその対象となるた

め、南５丁目自治会としても登録を進めたいと考えている。 

・詳しい話は次回の連合会でなされるとのことで、実際に動き出すのは６月頃からと思われ

る。 

・イチ推しに参加するには、登録が必要 

・登録に当たって、個人情報がどの程度必要なのか？（小出副会⾧） 

・登録は市原市のホームページ上で行う。個人情報は氏名、住所、生年月日、連絡先であ 
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ったと思われる。登録すると最初に１０００ポイントもらえ、貯めて行くと商品とも交換

できるようである。（大塚会⾧） 

・今後は、こういった形で参加者に還元していくのが良いと思われる。自治会活動の参加者

に飲み物を配っているが、重たく、賞味期限の管理も大変である。例えば「せんどう」な

どで使える金券のようなものにするのも一つの方法ではないか。（小藥副会⾧） 

・確かに、役員会も毎回お茶を用意してもらっているが、マイボトルでよいと思う。イチ推

しのポイントや自治会員であることの付加価値については、南 5 丁目自治会だけで交渉す

るよりも連合会全体で進めて行くほうが良いと思う。（大塚会⾧） 

⑤コピー代の節約について 

資料６「事務連絡」参照 

・令和４年１０月～令和５年３月利用分を令和５年４月に支払った。 

・ペーパーレスを進める等により、コピー代をできるだけ節約してほしい。 

 

(４)その他連絡事項（大塚会⾧） 

①清水谷公園パーゴラ老朽化について 

  資料７「清水谷公園パーゴラ老朽化の件」参照 

  ・市として認識済で経過を観察中とのこと。今後撤去する方向にあると思われる。 

  ・風や台風等で落下の危険であるので、公園管理事務所へ注意等の掲示を打診してはどう

か。（小出副会⾧） 

  ・自治会としては市へ報告済みであり、注意喚起の表示をするか否かは市で判断することで 

   あると思う。（大塚会⾧） 

②花咲通りの補修状況について 

  資料８「報告」参照 

  ・市議の協力により舗装用タイル仕様で完成した。 

  ・今後、このような問題は自治会として連合会を通じて、解決するようにしたい。 

③赤十字募金の扱いについて 

  資料９「令和 5 年度上期自治会会費集金・赤十字活動費募金のお願い」参照 

  ・赤十字募金については、今年度は従来通り個人の自由意思で募金してもらうが、 

   今後、「赤い羽根」や「緑の募金」と同じように、自治会としてまとめて支払うことができ 

   ないか検討する。 

  ・関連して、赤十字募金を回収した際の領収書は、宛先は個人名で、発行者は自治会⾧、住

所は自治会館としてほしい（最終的な支払いは、自治会からまとめて赤十字へ実施するた

め）（石井会計理事） 

  ・連合会からの指示はありますか？ また３つの募金は自治会から出す金額が少ないとか、

出さないことへの政治的なデメリットはありますか？（小出副会⾧） 

  ・連合会からの指示はない。また政治的なデメリットもないと思われる。（大塚会⾧） 

(５)検討事項（大塚会⾧） 

①自治会の役割について 
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  資料１０「自治会の役割について」参照 

  ・大塚会⾧より、作成した資料の内容について説明があった。 

  ・自治会の一番の役割は、ふれあいの場の提供であると考えている。皆さんが集まる場をつ

くることにより、お互いに顔見知りになり、普段話さない人とも話し合えるようになる。

そのような場を提供するのが我々の存在意義であると思う。防犯パトロールや公園掃除も

淡々とこなすのではなく、あえてこちらからペアをつくるなどして、交流のきっかけをつ

くるのも良いと思う。積み重ねが有事の助け合いにもつながる。（大塚会⾧） 

  ・全体の大括りの方針としては良いが、我々自治会での一番の問題は、会員が自治会に所属

していることによって得られるリターンが無いことだと思う。会員になる意味を感じられ

ないことであろう。自治会として従来のふれあいの場を提供するだけでは、受け入れ難い

と思う。 

   まず、自治会の現状の問題点・課題を洗い出し整理し、それに対する対策とリターンを明

確にすることが必要ではないか。 

例えば、その一つに防災体制の整備が挙げられると思う。地震・火災等の災害時における

体制（発見・連絡・救助等）を明確化して運用するのも、地域の安全・安心に繋がり、会

員へのリターンになると思う。（小出副会⾧） 

・南 5 丁目の方針については、問題点を明確化した上で、もう少しかみ砕いた内容にしてい

けば良いと思う。（小出副会⾧） 

・活動的な人はそれで良いと思うが、そうでない人もいる。そのような人たちへの配慮も必

要だと思う。（小藥副会⾧） 

・現在もアンケートを採ったりして、今後様々なことを検討していくことになる。仮に南５

フェアや南５親睦会に反対票が多かった時、自治会としてどのように判断するか、その他

の活動をどうするかの基準となる部分を、役員の皆さんと今から共有しておきたいと思っ

ての提案である。具体的に何をするという話ではないため理念的ではあるが、常に活動の

原点となるものとして、掲げておきたい。（大塚会⾧） 

②議事録の運用について 

  ・監事が大枠を作成→各役員へ配布→各役員による加筆修正（ない場合は了解の旨連絡） 

   （10 日以内）→監事へ返送→監事による内容査定→各役員へ配布→自治会員への周知 

   とすることで了解された。 

  ・これまでの自治会の活動内容がよく見えなかった。今後、議事録の会員への公開（回覧）   

   は自治会活動の透明性の面で意味があると思う。（小出副会⾧） 

③役員会欠席時の取り扱いについて 

   メールによる事前協議・報告、事後確認・承認を可とし、欠席扱いにはしないとの提案が  

なされたが、次の意見が出された。 

  ・欠席であるにも拘わらず出席と記載することには反対。欠席の理由を明記すれば良いので

は。（小出副会⾧） 

  ・審議事項について委任状を出す方法もあるのでは。（小藥副会⾧） 

  ・出席できないのであれば代理を出して、代理出席する方法もある。（小出副会⾧） 
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  ・メールで討議に参加したのであれば、メール参加と注意書きするのも良いのでは。 

（小出副会⾧） 

  ・役員会として、この場に集まることは、親交を深める点からも意味のあることだと考えて

いる。その一方で、定例での集まりは様々な予定を変更しなくてはならない負担もあるた

め、委任状や代理出席など、出された意見を参考に次回以降やっていこうと思う。 

（大塚会⾧） 

④メールの運用について 

  ・タイトルに【議決案件】、【意見照会】、【情報共有】等を入れ、何のメールかを明確にす

る。 

  ・役員の議決、意見聴取が必要な場合は、期限を明記する。 

  ・メールで個人情報をやり取りする場合は、住所、氏名等の個人情報が入っている場合は、

必ずパスワード設定を行い、情報漏洩対策を施す。 

   （パスワードは全員共通の番号とし、別途連絡する） 

⑤アンケート集計後の対応について 

  ・行事実施に関する賛成・反対、年代による傾向等、アンケート集計後を想定して、今後の

方針を今から検討しておく。 

⑥自治会費の額及び集金方法の見直しについて 

a. 現在の年額 6,000 円を 4,800 円程度に減額できないか検討したいとの提案に対し、次の

意見が出された。 

・下げる方向で良いと考えるが、今年度は夏祭り等が再開されることもあり、下期どのよ

うな支出となるのか注視した上で、来年度施行に向けて議論を深めるべきである。 

（石井会計理事） 

    ・連合会に納める分については、時期的に繰越金を使うことになり、その分確保しておく

必要がある。（大塚会⾧） 

b. 集金の手間を減らすよう、銀行振替等の工夫をしていきたい。 

    ・銀行手数料については大幅値上げの方向にあり、負担の有無も含めて検討する必要があ

る。（小出副会⾧） 

    ・誰が払ったか分かるような仕組みが必要。（石井会計理事） 

⑦自治会名簿・レイアウト図の更新について（石井会計理事） 

・入退会届が出た時点で更新することを考えている。 

・入退会届の書式（word 形式）は既に用意されているので、役員へ共有する。 

・公園清掃時等の出欠チェックにレイアウト図を使用するので、最新版を送ってほしい。 

（小出副会⾧） 

 

⑧入退会者の自治会費の扱いについて 

・入退会した月の徴収を、もう少し入退会者に有利な内容にしたらどうか、との提案が出さ

れたが、現規則どおりとすることになった。 

  （参考） 
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  「ちはら台南 5 丁目自治会規則施行細則」 第１条 

① 会費は(月額 500 円)、入会した月から退会した月までの分を徴収する。 

② 会費の徴収は、4 月から 9 月までの分を 4 月に、10 月から３月までの分を 10 月に行う 

③ 新たな会員の会費は、入会した月から次に徴収する月の前の月までの分を入会した月    

又は翌月に徴収する。 

⑨ホームページの作成について 

a. 大塚会⾧より作成した原案について説明があった。 

趣旨は自治会諸活動の情報発信により、地域連携の醸成や、新規加入の促進、脱退者の

復帰を促したいというもの。スマホからも見られるようにする。 

b. 質疑、意見 

   ・議事録も掲載するのか（小出副会⾧）→掲載する事で考えている 

   ・料金がかかるのか（小藥副会⾧）→レンタルサーバー代がかかる 

   ・会員になるとどのようなメリットがあるのか、分かるようにした方がいい。 

（小藥副会⾧） 

   ・ホームページの閲覧が難しい高齢者の方々については、従来の回覧方式も並行して運用

することも考える必要があると思う。今は過渡期なので並行運用は仕方がないのでは。 

    （小出副会⾧） 

⑩その他 

   ・役員会議での飲み物の用意は止めてもいいのではとの意見が出された。 

（準備の手間を省く意味で） 

・行事に伴う飲み物の用意は、従来通りとすることで一致。 

５．添付資料 

１．令和 5 年５月・６月行事予定 

２．市内初となる「ゾーン３０プラス」の設定（ちはら台地区） 

３．ちはら台市民祭り実施計画（案）について 

４．市原市一斉清掃について(5/28) 

５．イチ推し始まりました 

６．事務連絡 

７．清水谷公園パーゴラ老朽化の件 

８．報告 

９．令和 5 年度上期自治会会費集金・赤十字活動費募金のお願い 

10．自治会の役割について 

11. 令和 5 年 5 月 市内一斉清掃のお知らせ 

以上                                   


